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要 約

黒毛和種牛,死 産胎子,雌,二 頭体の1例 に認められた結合心を観察した.こ の心臓は3心 房,3心 室および3大 血管

で形成されていた.右 側位の形態学的右心房は左右の前大静脈および1本 の後大静脈 と結合 していた.中 央の形態学的

右心房は結合静脈 を欠き,左 側位の形態学的左心房は肺静脈と結合 していた.各 心房は房室口を介 して結合一致の心室

と結合 していた.右 側位の形態学的右心室から右肺動脈 と右側頭へ向かう両頸動脈の共通幹が起始 していた.左 側前位

の形態学的右心室から肺動脈幹が,左 側後位の形態学的左心室から大動脈が,そ れぞれ起始 していた.
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結合体の発生は家畜の中では牛で最も多 く[9,11],

約100,000回 の分娩に1回 の割合で発生 している[12].

また種々の先天異常を示 した牛の中で占める結合体の割

合 は1.9%[7],ま たは1.1%[5,14]な どと言われ,

種々の結合体の中では二顔体や二頭体など,体 前部の重

複が多 く認め られている[7,8,12,14].二 頭体の牛に

おける心臓の形態には,分 離した2個 の心臓[1,18],2

個の心臓が心房部[2,6,15],ま たは心房部 と心室部

[3,13]で 結合 したもの,さ らにほぼ正常な1個 の心臓

[10,14,16]な ど,種 々の型が知 られている.今 回1例

の二頭体子牛で心房部 と心室部が結合 した症例に遭遇し

たのでその解剖学的所見について報告する.

症 例

症例は胎齢289日 で帝王切開により摘出された黒毛和

種牛の雌で,摘 出時には死亡 してお り,二 頭.二 前肢.

二後肢の結合体のため,教 育研究用として宮崎大学に提

供 された.

左右の頭は一部が融合した左右の第1頸 椎 と関節結合

し,第2頸 椎以後の椎骨は1体 分であった.第7頸 椎 と

前位胸椎は椎弓の背壁が離開して脊椎披裂を示 し,後 位

胸椎以後の椎骨は椎体のみで形成され,さ らに脊柱背変

であった.左 右の後肢は足根関節と中足趾節関節が関節

弯曲であった.

左右の頭蓋内には大脳 と脳幹が認め られ,小 脳が存在

すべ き位置には大脳の後頭葉が伸長 していた.融 合 した

第1頸 椎の椎孔内には左右の小脳,延 髄および脊髄,第

2お よび第3頸 椎の椎孔内には左右の脊髄 とその背位 に

左右の小脳が存在し,ア ーノル ドキアリ異常を示 してい

た.第4-6頸 椎の椎孔内には1本 の脊髄が存在 し,そ

れより末梢は髄膜のみが認められた.

左右の気管は第4気 管輪で,ま た左右の食道も同部で

それぞれ1本 に融合し,そ れより末梢の呼吸器と消化器

は1体 分が存在 していた.

左側頭の外頸静脈は左鎖骨下静脈 と合流 して左腋窩静

脈 となり,胸 腔内で左前大静脈に移行 していた.左 側頭

の右外頸静脈と右側頭の左外頸静脈は両頭の顎内側で合

流 して後走 し,右 側頭の右外頸静脈,続 いて右鎖骨下静

脈 と合流 し,胸 腔内で右前大静脈に移行 していた.

左右の肺に挟まれて位置する心膜腔内には1個 の複雑

な結合心が存在していた.この結合心には右,中 央および

左後方に位置する3心 房,各心房と房室弁で連絡する3心

室および各心室から起始する3大 血管が認められた(図1).

右側に位置する心房は心耳が鈍三角形を示 し,こ の心

房 と中央に位置する心房との間には大 きい二次孔型心房

中隔欠損が存在するが,一 次心房中隔が認められ,ま た

この心房には後大静脈 と左右の前大静脈が流入 してお

り,形 態学的右心房と同定された.こ の心房は3枚 の弁

尖から成る三尖弁を介して心室塊の右半を占める心室に

流入 していた.こ の心室は大,小 および動脈下乳頭筋を

備え,肉柱が豊富で,形態学的右心室 と同定された(図2).

この右心室は流入部中隔欠損を介 して心室塊の左後半
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図1 結合心 を左 側 よりみる.

AO:大 動脈CA:右 肺 動脈 と右 側頭へ 向か う両

頸動脈 の共通幹CRA:中 央位 の形態学的右心房

CRV:左 側前位 の形態学 的右 心室LA:左 側位の

形態学 的左心房LBA:左 側頭へ 向かう両頸動脈

LC:左 前大静脈LS:左 鎖骨下動脈

LV:左 側後位の形態学的左心室 貫:肺 動脈幹

RRV:右 側位の形態学的右心室

を占める心室 と大きく連絡していた.右 心室の漏斗部か

ら起始する大血管は3枚 の半月弁を備え,中 央に位置す

る心房の背壁上で右肺動脈を分岐 して右側頭へ向かう両

頸動脈に移行 していた.

中央に位置する心房は小さく,こ の心房に流入する静

脈は存在 しなかったが,心 耳が鈍三角形を示 し,ま た左

後方に位置する心房との間には大 きく開存 した卵円孔が

存在しており,形 態学的右心房と同定された.こ の心房

は三尖弁を介 して心室塊の左前 上部を占める心室に流入

していた(図3).こ の心室は大,小 および動脈下乳頭を

備 え,さ らに肉柱が豊富で,形 態学的右心房と同定さ

れ,そ れは円錐部中隔欠損を介して左後方に位置する心

室に連絡 していた.左 前上部に位置する形態学的右心室

から起始する大血管は3枚 の半月弁を備えた肺動脈幹で

あったが,動 脈管より末梢は左肺動脈のみが存在 し,右

肺動脈を欠損 していた.

左後方に位置する心房はすべての肺静脈を受け入れ,

その心耳は鋸歯状を示 し,形 態学的左心房と同定され

た.こ の心房はこ尖の僧帽弁を介して左後方に位置する

心室に流人していた.こ の心室は心耳 下および心房下乳

頭筋を備え,さ らに心室中隔面が平滑であり,形 態学的

図2右 側位の形態学的右心室の側壁を切除 して前方 よりみる。

RRA:右 側 位の形態学的右心房(他 の符 号の説明 は

図1と 同 じ)

左心室と同定 された.こ の心室か ら起始する大血管は3

枚の半月弁を備えた大動脈で,そ れは2本 の冠状動脈を

分岐 したのち,左 側頭に向かう両頸動脈,続 いて左鎖骨

下動脈,さ らに右鎖骨下動脈を分岐 して下行大動脈に移

行していた.

以上に述べた本結合心における心房,心 室および大血

管の相互関係を図4に 模式図で示した.

考 察

人の結合体における心臓の形態には種々の型があるこ

とが知られている[4,17].そ のうち二頭体では分離 し

た2個 の心臓の型,2個 の心臓が心房部で結合した型,2

個の心臓が心房部と心室部で結合 した型および1個 の心

臓の型の4型 に分類され,前2型 が後2型 の3倍 の割合

で出現 している[4].今 回観察 した牛の心臓は心房部と

心室部が結合 したものであった.本 例 を過去の報告例

[1-3,6,10,13,15,16,18]に 加えて分類すると,牛 の

二頭体でも 上記の4型 が出現 していたが,い ずれの型 も

それぞれ3例 であ り,二 頭体における心臓の型別出現頻

度は人と牛で異なることがうかがわれた.

今回観察した結合心は大静脈 と結合する右側の形態学
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図3 三心室 を切開 し,左 側やや後方 よ りみる(符 号の説

明 は図1と 同 じ).

的右心房,大 静脈 と結合しない中央の形態学的右心房,

肺静脈と結合する形態学的左心房および各心房 と結合 一

致を示す2右 心室 と1左 心室の心臓であった.過 去に報

告された牛の二頭体で,心 房部と心室部が結合 した2例

の結合心では,静 脈と心房の結合および心房の形態は明

らかではないが,2例 とも2個 の形態学的右心室と1個

の形態学的左心室が存在 しており[3,13],今 回の症例

のものに類似 していた.い っぽう,心 室大血管結合につ

いてみると,過 去の報告例の1例 は心室大血管結合 一致

で,1本 の大動脈 と2本 の肺動脈が存在している[13].

他の1例 は左心室と左側位の右心室は心室大血管結合 一

致であるが,右 側位の右心室は両大血管石室起始である.

今回の症例は左心室と左側位の右心室は心室大血管結合
一致であったが,右 側位の右心室から起始する大血.管は

右側頭に向かう両頸動脈と右肺動脈の共通幹,す なわち

総動脈幹であった.以 上のように牛の 二頭体の心房部と

心室部が結合 した結合心では心室の形態は類似 している

が,心 室大血管結合には変異の多いことが推測された.

心房部と心室部が結合 した人の結合心の発生様式につ

いては詳しく報告されている[19].そ れによれば,本

症例の結合心は,最 も早い胚内体腔として現れた1個 の

心膜腔内に,先 ず右側頭 と左側頭2体 分の原始心筒が形

成された.次 いで左側の原始心筒の前部はほぼ正常に発

育 し,左 右の心室と結合 一致を示す大動脈 と肺動脈幹が

形成されたが,右 側の原始心筒の前部は大動脈 と肺動脈

幹に分割されず,総 動脈幹(本 例では右肺動脈 と右側頭

へ向かう両頸動脈の共通幹)に 発育 した.い っぽう,2

体分の心房と心室の原基である原始心筒の後部は融合

し,そ の左側部はほぼ正常に発育 して左右の心房と心室

図4 結合心 における心房,心 室お よび大血 管の相互関係

を示す模式 図.

DA:下 行大動脈LP:左 肺動脈

RBA:右 側頭 に向 か う両 頸動脈RP:右 肺 動脈

RRA:右 側位の形態学的右心房

RS:右 鎖骨 下動脈(他 の符号 の説明 は図1と 同 じ)

を形成したが,右 側部からは右心房と右心室のみが形成

されたものと考えられた.
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Conjoined Heart in a Two-headed Conjoined Twin Calf

Takayuki MURAKAMI*•õ, Kazuyuki UCHIDA and Hisanori KAWAGOE

*Faculty of Agriculture, Miyazaki University, Gakuen-Kibanadai-Nishi, Miyazaki,

889-2192, Japan

SUMMARY

A conjoined heart observed in a two-headed stillborn female Japanese Black calf consisted of three atria,
three ventricles, and three great vessels. The right-side morphological right atrium connected with right and
left cerebral veins and one posterior cerebral vein. The median morphological right atrium was attached to no
vein; the left-positioned anatomical left atrium connected with the pulmonary veins. Each atrium connected
with its corresponding ventricle through an atrioventricular ostium. The right-side morphological right ven-
tricle gave rise to a common arterial trunk of the bicarotid trunk of the right pulmonary artery and the right
side of the head. The anteriorly positioned anatomic right ventricle had a pulmonary trunk; the left posterior-
ly positioned morphologic left ventricle gave rise to the aorta.-Key words: conjoined heart, two-headed calf.
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